
「人生100年時代の日本人の生き方、心のあり方」 
富国有徳の美しい”ふじのくに”づくり リーディング・アドバイザー顧問     

山折 哲雄 氏 

② 在宅緩和ケアの現場から考える日本人の生き方、心のあり方 
たんぽぽ診療所 院長 遠藤 博之 氏 

③ 看護・介護の現場から考える日本人の生き方、心のあり方 
有料老人ホーム ナーシングホーム あしたば ホーム長 内藤 歌子 氏 

2. 講演 

3. パネルディスカッション 
パネリスト 
山口  建 氏（静岡県立静岡がんセンター総長） 遠藤 博之 氏（たんぽぽ診療所 院長） 

（有料老人ホーム  
ナーシングホームあしたば ホーム長） 

コーディネーター 
阪田 英也 氏（日経BP総研メディカル・ヘルスラボ 主席研究員・21世紀医療フォーラム事務局長） 

主催 静岡県 

1. 基調講演 

2018. 11.16  13:15～16:30 水 

静岡県コンベンションアーツセンター    
「グランシップ」11階 会議ホール「風」 

2018. 11.16  13:15～16:30 

シンポジウム 

 人生100年時代、 
 自分らしい最期を迎えるための生き方､過ごし方 

シンポジウム 

 人生100年時代、 
 自分らしい最期を迎えるための生き方､過ごし方 

① がん医療の現場から考える日本人の生き方、心のあり方 
静岡県立静岡がんセンター 総長 山口  建 氏 

田中 一成 氏（静岡県立病院機構理事長）  内藤 歌子 氏 

 （第23回 静岡健康･長寿学術フォーラムと同時開催） 

申込用 



ふりがな      
氏 名 

（代表者様） 

参加人数          人 

電話番号 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ＠       

勤務先／
部署等 

下記申込書に記入の上、送信してください。 
  FAX ０５４－２２１－３２６４ 

※御記入いただいた個人情報は、当シンポジウムの参加者管理
のみに使用し、その他の目的には一切使用しません。 

静岡県健康福祉部管理局政策監付 企画班 
電 話 054-221-3357 
メール kenfuku_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp 

問合せ先 

申込み（FAXの場合） 

パネルディスカッション 
<パネリスト> 

山口  建 氏 静岡県立静岡がんセンター総長 

田中 一成 氏 静岡県立病院機構 理事長 

遠藤 博之 氏 たんぽぽ診療所 院長 

内藤 歌子 氏 有料老人ホーム ナーシング  
ホーム あしたば ホーム長 

<コーディネーター> 

阪田 英也 氏 日経BP総研メディカル・ヘルス
ラボ主席研究員・21世紀医療 
フォーラム事務局長 

会場までのアクセス 

第2部 講演 第1部 基調講演 

② 在宅緩和ケアの現場から考える日本人の 
生き方、心のあり方 

たんぽぽ診療所 院長 遠藤 博之 氏 

③ 看護・介護の現場から考える日本人の 

有料老人ホーム ナーシングホーム あしたば ホーム長 
内藤 歌子 氏 

「人生100年時代の日本人の 
生き方、心のあり方」 

<講師プロフィール> 

「グランシップ」11階 
会議ホール「風」 
駿河区東静岡2丁目3-1 

山折 哲雄  
富国有徳の美しい”ふじのくに”
づくり リーディング・アドバイ
ザー顧問 
国際日本文化研究センター名誉教
授（元所長）、国立歴史民俗博物
館名誉教授、21世紀高野山医療フ
ォーラム副理事長、総合研究大学
院大学名誉教授 等 
 

 平均寿命は男女ともに80歳を超え、人生が長寿命化する中、人生の最終段階を取り巻く 
環境や考え方は、大きく変化しつつあります。医療・ケアの関係者を招き、いま望まれる
人生の最終段階における医療・ケアについて考えるシンポジウムを開催します。 

シンポジウム 

 人生100年時代、 
 自分らしい最期を迎えるための生き方、過ごし方 
 人生100年時代、 
 自分らしい最期を迎えるための生き方、過ごし方 

生き方、心のあり方 

① がん治療の現場から考える日本人の 
生き方、心のあり方 

静岡県立静岡がんセンター 総長 山口  建 氏 
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